
FAX : 03-5220-9090
（公財）生命保険文化センター  中学生向け授業担当 行

申込日　　　　　  年　　　月　　　日

【学校関係者の方のみご記入ください】

※テーマ、日程等によってはご希望にそえない場合があります。
※ご記入いただきました内容は、出前講座実施の際の連絡、資料等の送付および講師派遣のご案内に利用させていただきます。

（センター記入欄）

※お申込み後、一週間以内に生命保険文化センターよりご連絡させていただきます。
　一週間経過後も連絡がない場合は、お手数ですが「03-5220-8517」講師派遣担当までご連絡ください。

申込団体名 ご担当者

受講者数

ご希望日時

ご希望テーマ

●第１希望　　　　  　　年　　　月　　　日（　　　）　　　　時 　　　分　～　　　　時 　　　分

〒　　　 －

会場名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
最寄駅（　　　　　　　　　　　　　　　　駅）からの所要時間（ 徒歩 ・ バス　　　　　　　 　　分）
教室名など当日の訪問先（　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

〒　　　 －

送付先名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 使用できる設備（該当する□に✓）
□ マイク　　□ 黒板・ホワイトボード　　□ プロジェクター　　□ PPT投影用パソコン

● 講義用レジュメデータ受渡方法：　□ メール送付　　□ 講師がUSBで持参

● 1年生：約　　 　  　名　　       ● 2年生：約　　 　  　名　　       ● 3年生：約　　 　  　名

名

ご希望の講座形式
（いずれかの□に✓）

会 場
（「対面講座」以外を
ご希望の場合、
郵便番号・住所
のみ記入）

資料送付先
（実施会場と別の場合）

会場設備
（「対面講座」以外を
ご希望の場合、
記入不要）

その他
ご要望など

対面講座

●第2希望　　　　  　　年　　　月　　　日（　　　）　　　　時 　　　分　～　　　　時 　　　分

（その他：　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   ）

可能であればご記入ください

直接講師を派遣し、
教室・体育館・会議室等での講座

ご連絡先
TEL　　　　　　ー　　　　　　ー

メールアドレス　　　　　　　　　　　　 　　　＠
FAX　　　　　　ー　　　　　　ー

受講者内訳

ご担当
科目・学部等

□ 家庭科　□ 社会科・公民科　□ 国語科　□ 総合学習の時間
□ その他（  　         　　　　         　　　　　　　　　　　）

➡

講義
種類

コード
（実績年）

仮登録日
（登録者）

先方連絡日
（連絡手段）

/
（メール・電話）

E
（　　　　　）

実学（ ）
（　　　    　　　　　　 ）

本登録日
（登録者）

/
（　　  　　　）

/
（　　　　　　）

□ 

認知経路

申込実績

□ ホームページ　　□ ダイレクトメール（郵送・宅配）　　□ 電子メール　　□ FAX
□ ご紹介（ご紹介者様　 　　　　　　　　　　　　）　   □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 初めて　　　□ 前年度より継続しての申込　　　□ 過去に申込したことがある

オンライン講座
Zoomなど、インターネットを使った
リアルタイムによる講座

□ 講義を録画した
動画の提供□ 

インターネットによるお申込みはこちら>>>

作文コンクール関連出前授業
申込用紙

出前授業のご案内
作文の事前学習として活用いただける

● ● ● ●

お申込みは、当リーフレットの申込用紙もしくはインターネットよりお申込みください。

（公財）生命保険文化センター　中学生向け授業担当
【TEL】03-5220-8517　【FAX】03-5220-9090
【メール】jitsugaku@jili.or.jp  

授業イメージ 実際に使用する教材例

活用例

生命保険文化センターは、文部科学省が推進する「土曜学習応援団」に賛同しています。

全国
どこでも
無料

　生命保険文化センターでは次代を担う中学生の皆さんに、将来迎えるライフイベントや日常生活に潜むリスクについて考えてもらう
ことで、今後「社会人・職業人として自立していくために必要な力」を養ってほしいとの思いから、当センター職員を講師として派遣し、
出前授業を実施しています。授業では、自分で考えたことをワークシートに書き込んでいくため、作文の下地となり、夏休みの宿題のサ
ポートとしてもご活用いただけます。国語科・家庭科・社会科の時間はもちろん、キャリア教育、特別活動などの授業でもご利用いただ
けます。土・日・祝日での開催も可能です。2021年度から実施されている新学習指導要領の中学校社会科の公民的分野の解説に、社
会保障とあわせて、「自助・共助・公助」「民間の保険」が記載されています。新学習指導要領を意識した授業にぜひお役立てください!

作文に取り組むにあたって必要な『生活設計とリスクへ
の備え』『人生100年時代に必要な備え』『もしものとき
の支え「社会保険と生命保険」』等の知識を、学ぶことが
できます。

講座の内容に沿った生徒用ワークシートをご用意しております。

ご担当されている授業の１コマ（50分程度）をお借りして
講座を実施します。クラス単位の複数回の実施や、50分
の授業を2コマ連続で行うことも可能です。

講師派遣について
詳細はこちらお問い合わせ

❶ 将来について考える
自分の将来についてイメージしながら、働くことや収入と
支出のバランス、日本の超高齢社会等について考えます。

●リスクに備える

❷ リスクって何？
データなどから、将来起こりうるリスクについて考える
ことで、リスクに備える方法について学びます。

❸ 保険について知ろう
社会保障制度の概要や、私的保障の代表的な手段である
預貯金と民間保険について学びます。

生徒の感想
●今まで保険に関心はなかったけど、リスクがいつ起こる
かわからないので大人になったら保険のことをしっかり
考えたい。
●家に帰ったら、家族に自分が入院した時のことを聞いて
みようと思った。

「足の骨折で入院した場合」の事例やクイズを通して、不測
の事態に備える必要性や、備える方法（社会保険、預貯金、
生命保険等）について学ぶことができます。

●オンライン講座…Zoomなどインターネットを使ったリアルタイム形式
●オンデマンド講座…講義を録画した動画の提供オンライン・オンデマンド講座対応可

紹介ページ

●人生100年時代に必要な備えとは?
「人生100年時代」を切り口に、超高齢社会における社会保
障制度のあり方やリスクから自分の身を守る手段として、
「社会保険」や「民間保険」等といった「自助・共助・公助」につ
いて学ぶことができます。

紹介ページ

授業の一環として、講座実
施後の振り返りとして作文
に取り組み理解を深める。

夏休みの作文課題の事前
学習として夏休み前に講
座を実施。
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考えてみよう、
大切なあなたの
未来のこと
支え合うこと

【主催】（公財）生命保険文化センター　【後援】文部科学省、金融庁、全日本中学校長会　【協賛】（一社）生命保険協会

「わたしたちのくらしと生命保険」テーマ

全
国
賞

都
道
府
県
別
賞

▲中学生
　作文コンクール 
　ホームページ

応募
しめ切り

◆文部科学大臣賞
◆全日本中学校長会賞
◆生命保険文化センター賞

◆優　秀　賞

※個人からの応募も受け付けます

2024年9月9日（月）

【１等】図書カード 8,000円分
【２等】図書カード 5,000円分
【３等】図書カード 3,000円分
【佳作】図書カード 1,000円分

合計

約1,000名

テーマ

「わたしの将来の夢」「わが家の生活設計」「人生100年時代に備えて」など
生命保険にふれた内容であれば、 題名は自由

例

2024年11月15日（金）【表彰式】

5名 ［奨学資金5万円］

各1名 ［奨学資金7万円］

中学生作文コンクール中学生作文コンクール 作品募集！作品募集！第62回第62回

学校への
提出期限

情報を集める1

作文を書く3

まとめる2

STEP

STEP

STEP

書き方のヒン
ト

①マンガ ②動画

③ワークシート

3ステップで書
きやすい！

①マンガ「生命保険って何だろう？」、
②サポート動画を見てみよう！！

原稿用紙 2～4枚に自分の考えを
自由に書いて提出しよう！

③ワークシート「作文を書く素材の
ヒント」を使って内容を整理しよう。

シャープ芯HB 0.5mm

ドクターグリップ
Gスペック0.5mm
（シャープペンシル）

＋

プレゼント！
応募者全員に



　各位	 公益財団法人 生命保険文化センター

第62回中学生作文コンクール開催のお知らせ
　生命保険文化センターでは、文部科学省、金融庁、全日本中学校長会のご後援、なら
びに生命保険協会のご協賛をいただき、今年度も全国の中学生を対象とした生命保険
に関する作文コンクールを実施いたします。
　先生方や関係者の皆様のご支援とご協力により、本作文コンクールは本年で62回
目を迎えます。前年2023年度の第61回は全国813校より合計26,221編のご応募
をいただき、第1回の1963年以来の通算応募総数は110万編を超えております。

　本作文コンクールは「わたしたちのくらしと生命保険」をテーマとしており、例年「わ
たしの将来の夢」や「わが家の生活設計」などのタイトルで、将来に向け、絆を大切に
して生活することの重要性について書かれた作文が多く見られます。
　ほかにも保険金や給付金を受け取った経験や、生命保険をとおして感じた「命の大切
さ」や「助け合いの意味」を、生徒が自分の言葉で表した多くの作文に出会っています。

　この作文コンクールでは、生命保険について情報収集することになります。ご家族の
方からお話を聞くことで、ご家族と普段以上に触れ合う機会につながり、また、インター
ネットなどで自分で調べる場合も、集めた情報を自分なりに考えてひとつの作品に仕上
げる、すなわち「情報収集→思考→言語化」という総合的な能力を身につけることがで
きます。コンクールに参加された先生方からは、「自分の生活を見つめ直し、課題につい
て調べ、自分の考えをまとめて表現するという良い機会になっている」との評価をいた
だいております。

　2021年度から実施されている中学校の新学習指導要領解説の社会科・公民的分野にお
いて、社会保障制度を学ぶ際に貯蓄や民間の保険についても触れることが明記されました。
また、2022年4月に実施された成年年齢引き下げなど、実践的な消費者教育の実施が求
められている今、本作文コンクールをそのひとつの取り組みとして位置付けていただくな
どして、是非ともご参加いただければ幸いです。

以上　

作文のご応募・コンクールについてのお問い合わせはこちらまで
住　所  〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-4-1新国際ビル3階

　　　　　　（公財）生命保険文化センター作文係
TEL  03-5220-8517 （直通）	 FAX  03-5220-9090
メール  sakubun@jili.or.jp	 ホームページ  https://www.jili.or.jp/

ご挨拶

生命保険文化センター
HPはこちら



課
題「わたしたちのくらしと生命保険」

※生命保険（医療保険・介護保険・個人年金保険などを含む）にふれた内容であれば、題名は自由です。
『わたしの将来の夢』『わが家の生活設計』『人生100年時代に備えて』
『もしものときの支え「社会保険と生命保険」』など

応
募
規
定

◆400字詰め原稿用紙2~4枚縦書きA4サイズ以上（ワード原稿、市販の原稿用紙でも可）
◆題名／学校名／学年・組／氏名（ふりがな）を明記し、右上ホチキス留めで提出してください。

◆同封の「応募票」を作品に添付し、担当の先生を通じて送付してください。
◆応募者多数の場合は、学級名簿を添付いただいても構いません。
◆「担当の先生のご氏名」欄は、フリガナを含めフルネームでご記入ください。	
◆個人からの応募も受け付けています。
※�個人で応募する場合も、結果通知は学校宛てにお送りします。当センターHPから個人専用応募票
を印刷のうえ、「学校名」と「担当の先生のご氏名」を必ずご記入ください。

応
募
締
切

2024年9月9日（月）〈当日消印有効〉
消印有効日を過ぎたご応募は受付ができない場合がございます。その際、作品のご返却はいたしかねます。
有効日前のご応募をお願いいたします。

各
賞
お
よ
び
賞
品

発
表

入賞作品は11月上旬に発表するとともに、応募校宛てに結果を通知します。そのうち、全国賞
8編および都道府県別賞1等については報道機関などへのプレスリリースおよび当センター
ホームページで公表します。
※�各校応募責任者の先生方においては、不特定多数へ作品を公開することについて問題がないか、応募者及び保護者
に対して十分に確認していただきますようお願いいたします。

表
彰
式

2024年11月15日（金）17時より東京・アルカディア市ヶ谷（私学会館）にて全国賞の入賞者と付
添人（保護者1名・先生1名）を招いて表彰式とパーティーを行います。表彰式およびパーティー
に参加し、表彰式当日に当センター指定のホテルに宿泊した入賞者と付添人は、翌日、東京ディ
ズニーリゾートに御招待する予定です。

第62回中学生作文コンクール作品募集！
【主催】（公財）生命保険文化センター　【後援】文部科学省、金融庁、全日本中学校長会　【協賛】（一社）生命保険協会

応募
要項

原稿用紙

タイトル例

応募票

個人賞・学校賞 個人賞（本人） 学校賞（学校）

全
国
賞

文部科学大臣賞(1名）
賞状と奨学資金7万円 現金または図書カード

5万円
全日本中学校長会賞 (1名） 
生命保険文化センター賞（1名）
優秀賞（5名） 賞状と奨学資金5万円
都道府県別賞（約1,000名）

※�原則、各都道府県ごとに選出しますが、
応募状況や作品レベルにより該当者なし
となる場合があります。

賞状と図書カード
※�1等（8千円），2等（5千円），
3等（3千円），佳作（1千円）

な し

応募者全員に「ドクターグリップ Gスペック 0.5mm」（シャープ
ペンシル）と「シャープ芯HB 0.5mm」のセットを贈呈します。
30編以上ご応募いただいた学校に、学校備品代として現金または
図書カードを贈呈します。是非、学校・学年単位でご応募ください。

提出作品数 30 〜 49編 50 〜 99編 100 〜 149編 150 〜 299編 300 〜 499編 500編以上
金　額 5,000円 10,000円 20,000円 30,000円 50,000円 70,000円

参加賞

多数応募校賞



参
考
教
材

応
募
に
あ
た
っ
て

❶入賞作品は当センターホームページ等を通じ、不特定多数へ公開します。
❷応募は自作の未発表作品1編に限ります。
❸応募された原稿はお返しいたしません。必要な場合は事前にコピーをとってください。
❹審査内容・経緯の公表・開示はいたしません。
❺応募にあたって、作品を校内審査で絞り込んでいただく必要はございません。
❻下記の作品は「審査対象外」とさせていただきます。
(1)他のコンクールやホームページなどで公開・公表したもの（類似するものを含む）
(2)代筆、その他応募者本人が作成した文書でないもの
(3)第三者の著作権を侵害するもの、その恐れがあるもの
(4)特定の生命保険会社や商品を特別に推奨・PRする内容のもの

個
人
情
報
の
取
扱
い
等

❶�応募者の個人情報は、第三者へ提供することは一切ありません。各賞の選考、入賞等の通知、各賞の送付等、本コン
クールの運営に必要な範囲内でのみ利用します。ただし、全国賞および都道府県別賞の入賞者と入賞作品については、
作品とともに、応募票に記載された氏名・都道府県名・学校名・学年等を当センターホームページや作品集に掲載す
るほか、報道機関を含めた関係者へも提供します。

❷�当センターにて実施している本活動における案内業務については、生命保険協会地方事務局長ヘ一部委託しております。
❸�生命保険各社や関連団体の業務において、生命保険の効用や生命保険及び生命保険業界への社会的役割に関する正し
い知識の普及を図ることを目的として利用させていただくことがあリ、それに伴い、誤字脱字、用語等について当セン
ターで修正させていただく場合がございます。予めご承諾の上、ご応募ください。

❹�応募作品の著作権は、二次利用を含めて、当センターに帰属するものとします。なお、全国賞8編および都道府県別賞
1等入賞作品の生命保険会社や関連団体の利用にあたっては、応募者の意思を「承諾書」にて確認させていただきます。

❺�応募者は、当センターまたは第三者に対して、応募作品について、著作者人格権（著作権法第18条・第19条および第20
条に規定する公表権、氏名表示権および同一性保持権を含みますが、これらに限られません）を行使しないものとします。

❻�応募作品について応募者と第三者との間に著作権侵害などの争いが生じても、当センターは責任を負いません。
❼�入賞者の肖像権（表彰式・賞状授与時の写真等）は、当センターに帰属するものとし、主催・後援・協賛団体のホーム
ページおよび新聞等の掲載記事に使用させていただく場合がございます。予めご了承の上、ご応募ください。

生命保険文化センターの個人情報保護に関する基本方針　https://www.jili.or.jp/policy/

1 マンガ
「生命保険って
何だろう？」

3 ワークシート
（作文を書く
素材のヒント）

各種教材は当センターのホーム
ページ上でも閲覧いただけます。
◆�必要部数を無料でお送りします。
（入賞作品集のみ最大5冊まで） 
◆�同封の申込用紙に必要事項と
必要部数をご記入のうえ、FAX
でお申込みください。
申込専用

FAX 03-5719-5150

◆�当センターホームページからも
お申込みいただけます。
◆�マンガ「生命保険って何だろう？」
「サポート動画マップ」「ワーク
シート」「生徒向け案内チラシ」
については、当センターホーム
ページからダウンロード・印刷
いただけます。

●�入賞作品発表後でも
「審査対象外」である
ことが判明した場合
●�当センターが入賞者
に求める「承諾書」を提
出いただけない場合

上記要件に該当する作
品は入賞を取り消すこ
とがございます。

5 【教員用】
第61回 
中学生作文
コンクール
入賞作品集

4 生徒向け
案内チラシ

2 サポート動画マップ
※�作文をサポートする
　6つの動画のアクセス用
　二次元コードを掲載。

各種教材の
注文ページは
こちら すべて

無料


